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ついに第2次再審請求
7月 27日、横浜地裁に申し立て

静
か
な
口
調
に
決
意
を
こ
め
て

本
年
七
月
二
七
日
、
小
野
貞
さ
ん
ほ
か

遺
族
二
名
に
よ
る
横
浜
事
件
第
二
次
再
審

請
求
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
小
野
さ
ん
と

家
族
の
方

々
、
小
野
康
人
氏
の
同
僚

・
小

林
英
二
郎
氏

（第

一
次
請
求
中
し
立
て
の

メ
ン
バ
↓

、

日
下
部
長
作
弁
護
団
長
、

大
川
隆
司
事
務
局
長
、
山
本

一
郎
、
山
本

格
子
、
本
田
敏
幸
、
岩
橋
宣
隆
、
小
沢
弘

子
弁
護
士
ら
、
支
援
す
る
会
事
務
局

（七

名
）
の
人
び
と
が
、
炎
揚
の
な
か
、
横
浜

弁
護
士
会
館
に
集
合
し
ま
し
た

（午
後

一

時
）。報

道
陣

に
日
ま

れ
な
が

ら
、

一
行
は
横
浜
地
裁
に
向

か
い
、
大
川
弁
護
士
よ
り
書

類
を
提
出
。
再
び
弁
護
十
会

館
に
一戻
り
、
記
者
発
表
。
大

川
弁
護
十
の
経
過
報
告

。
申

し
立
て
趣
旨
説
明
の
の
ち
、

小
野
貞
さ
ん
が
第
二
次
再
審

請
求

に
当

た

っ
て
の
所
信

（本
号
４
ペ
ー
ジ
）
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

静
か
な
に‐
調
の
な
か
に
、
小
野
さ
ん
の
た

ぎ
る
思

い
と
決
意
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
し

ら／ヽ
。戦

後
五
十
年
、再
審
裁
判
の
意
義

第
二
次
請
求
の
新
証
拠
と
し
た
細
川
論

文
の
客
観
的
評
価
の
た
め
に
、
今
井
清

一

横
浜
市
大
名
誉
教
授
、
奥
平
康
弘
国
際
基

督
教
大
教
授
に
鑑
定
人
を
ひ
き
う
け
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
二
月
二
〇
日
、
両
氏
の

講
演
を
中
心
に

「治
安
維
持
法
と
横
浜
事

件
」
学
習
会
を
ひ
ら
き
ま
し
た
。
ア
メ
リ

カ
で
新
資
料
発
掘
に
努
力
さ
れ
た
古
関
彰

一
独
協
大
教
授
も
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

再
審
が
実
現
す
れ
ば
、
戦
後
初
め
て
治

安
維
持
法
を
裁
く
法
廷
と
な
り
ま
す
。
戦

後
五
十
年
、
日
本
の
内
外
に
お
い
て
未
決

済
の

「戦
争
責
任
」
「権
力
犯
罪
」
が
間

わ
れ
て
い
る
現
在
、
横
浜
事
件
再
審
裁
判

の
意
義
は
ま
す
ま
す
重
要
と
な

っ
て
い
ま

す
。
力
を
合
わ
せ
再
審
を
実
現
し
ま
し
ょ

本
請
求
は
横
浜
地
裁
第
二
刑
事
部

（裁

判
長

・
上
国
誠
治
氏
）
の
担
当
と
な
り
ま

し
た
。
支
援
す
る
会
と
し
て
公
正
審
理
要

求
の
署
名
を
開
始

い
た
し
ま
す
。
ご
協
力

を
お
願

い
し
ま
す
。

横浜地裁へ再審請求に向かう一一
左より大川弁護団事務局長、山本弁

護士、請求人 。小野さん、日下部弁

護団長、第一次再審請求人の小林さ

ん (神奈川新聞社提供)
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〓
請
求
の
趣
旨

請
求
人
ら
の
被
相
続
人
小
野
康
人
が
、

治
安
維
持
法
違
反
被
告
事
件
に
つ
き
横
浜

地
方
裁
判
所
よ
り
昭
和
二
〇
年
九
月

一
五

日
寛
告
さ
れ
た
有
罪
判
決
に
つ
い
て
、
再

審
を
開
始
す
る
、
と
の
決
定
を
求
め
る
。

〓
請

求

の

理

由

第

一
　

「
横
浜
事
件
」

の
概
要

（事
件
経

過
か
ら
第

一
次
再
審
請
求
ま
で
―
―

略
）

第
二
　
確
定
判
決
の
認
定
し
た
小
野
康
人
の

「
犯
罪
事
実
」
と
そ
の

「証
拠
」

一
　

小
野
康
人
に
か
か
る

「
犯
罪
事
実
」

１
　
本
件
請
求
人
ら
の
被
相
続
人
ぜ
あ
る

小
野
康
人
は
、
昭
和
三
〇
年
九
月

一
五
日
横

浜
地
方
裁
判
所
第
二
刑
事
部
に
お
い
て
、
治

安
維
持
法
被
告
事
件
に
つ
い
て
、
懲
役
二
年

執
行
猶
予
三
年
の
有
罪
判
決
を
受
け
た
。

２
　
判
決
に
よ

っ
て
認
定
さ
れ
た

「
犯
罪

事
実
」
の
要
旨
は
、

①
雑
誌

『改
造
』
の
編
集
会
議

の
席
上
、

同
僚
の
編
集
部
員
相
川
博
が
、
同
誌
の
昭
和

一
七
年
八
月
号
お
よ
び
九
月
号
に
細
川
嘉
六

執
筆

の
論
文

「世
界
史
の
動
向
と
日
本
」
を

掲
載
す

べ
き
こ
と
を
提
案
し
た
の
を
支
持

し
、
か
つ
八
月
号
の
校
正
等
の
作
業
に
従
事

し
て
、
右
細
川
論
文
を

一
般
大
衆
の
間
覧
に

供
し
て
共
産
主
義
的
啓
蒙
に
努
め
た
こ
と

②
細
川
嘉
六
が
右
論
文
等
に
よ
り
検
挙
さ

れ
た
後
、
西
尾
忠
四
郎

の
要
請
を
う
け
て
、

細
川
の
家
族
を
救
援
す
る
た
め
金
二
〇
円
を

同
人
に
寄
託
し
た
こ
と

の
二
点
が

「
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
及
び
日
本
共
産

党
の
目
的
遂
行
の
為
に
す
る
行
為
」
に
あ
た

る
、
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
適
用
法
案
と
し

て
治
安
維
持
法
第

一
条
後
段
お
よ
び
第

一
〇

条
が
示
さ
れ
て
い
る
。

一
一　
確
定
判
決
に
お
け
る
証
拠
の
構
造

１
　
右
有
罪
認
定
の
証
拠
と
掲
げ
ら
れ
て

い
る
の
は
、
相
川
博

の
予
審
調
書

の
ほ
か

は
、
被
告
人
自
身

の
供
述

（公
判
廷
に
お

け
る
供
述
、
予
審
調
書
、
警
察
官
調
書
）
の

み
で
あ

る
。
問
題

の
細
川
嘉

六
論
文

は
、

犯
罪
事
実

の

一
部
と
し
て
特
定

さ
れ
て
は

い
る
が
、
そ
の
内
容
は
証
拠
と
し
て
採
用

さ
れ
て
は

い
な

い
。

（後
略
―
相
川
予
審
調

書
は
発
見
さ
れ
て
い
な

い
が
、
鶴
見
警
察
署

で
作
成
の

「手
記
」
は
存
在
す
る
。
１
審
調

書
と
同

一
内
容
と
思
わ
れ
る
）

２

（略
―
相
川
手
記
は
、
細
川
論
文
は

「共
産
主
義
者
の
販
起
を
促
す
」
「指
令
的
内

容
を
持
つ
大
論
文
」
と
し
た
）

３

（略
―
相
川
の
自
由
を
根
拠
に
、
確
定

判
決
は
、
細
川
論
文
を

「共
産
主
義
的
啓
蒙

論
文
」
と
決
め
つ
け
、
」ヽ
れ
を
雑
誌
に
掲
載

す
る
た
め
の
小
野
の
行
為
を

コ
ミ
ン
テ
ル

ン
お
よ
び
日
本
共
産
党
の

「
目
的
達
成
に

寄
与
せ
む
こ
と
を
企
図
」
し
た
も
の
と
評

価
し
た
）
。

４
～
５

（略
―
相
川
や
被
告
人
本
人
の
自

由
は
、
特
高
の
激
し
い
拷
間
に
よ
っ
て
成
立

し
た
も
の
で
あ
る
）

〓
一　
細
川
論
文
の
客
観
的
内
容
と
、
そ

の
証
拠
と
し
て
の
新
規
性

１
　
細
川
論
文
の
内
容
が

「社
会
主
義

革
命

の
断
行
を
強
調
」
し
た
り
、
「社
会

主
義
の
実
現
に
向
か

っ
て
国
策
を
樹
立
す

べ
き
こ
と
を
暗
示
」
し
た
り
す
る
趣
旨
の

も
の
で
な
い
こ
と
は
、
当
該
論
文
を

一
読

す
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
そ
の

よ
う
な
趣
旨
の
論
文
で
あ
れ
ば
、
戦
時
下

に
お
け
る
情
報
局
検
関
課
の
検
間
を
通
過

す
る
わ
け
が
な
い
。

細
川
論
文
の
趣
旨
は
、
民
族
自
決
主
義

が
第

一
次
世
界
大
戦
後
、
世
界
的
な
趨
勢

に
な

っ
て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、
日
本
は

今
次
大
戦
を
通
じ
て
、
欧
米
帝
国
主
義
諸

国
と
同
じ
道
を
進
む
の
で
は
な
く
、
ア
ジ

ア
諸
民
族
の
自
決

・
独
立
の
達
成
を
助
け

る
べ
き
だ
、
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
。

２
　
す
な
わ
ち
論
文
全
体
の
ま
と
め
に

あ
た
る
第
七
節
中
の
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
箇

所
が
こ
の
論
文
の
眼
日
で
あ
る
。

「
も
し
欧
米
勢
力
を
ア
ジ
ア
よ
り
駆
逐
し

た
る
大
和
民
族
が
、
日
清
日
露
戦
争
以
後

の
ご
と
く
依
然
と
し
て
欧
米
帝
国
主
義
の

追
随
者
と
し
て
ア
ジ
ア
諸
民
族
に
対
す
る

と
き
は
ア
ジ
ア
諸
民
族
の
う
ち
に
孤
立
す

る
危
険
を
自
ら
招
く
も
の
で
あ
る
。
あ
き

ら
か
に
日
本
に
よ

っ
て
欧
米
勢
力
を
駆
逐

し
て
も
ら

っ
た
ア
ジ
ア
諸
民
族
の
大
和
民

族
に
渇
望
す
る
も
の
は
欧
米
帝
国
主
義
の

亜
流
者
た
る
日
本
に
は
な

い
」

３
　
こ
の
よ
う
に
、
わ
が
国
の
国
策
樹

立
に
あ
た

っ
て
ア
ジ
ア
諸
国
の
民
族
自
決

権
を
尊
重
す
べ
し
と
い
う
主
張
は
…
…
他

に
も
例
は
あ
り

（満
州
事
変
当
時
の
石
橋

湛
山
）
、

こ
の
よ
う
な
言
論
が

「
国
体

の

変
革
」
す
な
わ
ち
天
皇
制
の
打
倒

へ
向
け

て
の
結
社
活
動

の

一
環

に
あ
た
る
と
し

て
、
治
安
維
持
法
の
適
用
を
受
け
る
べ
き

筋
合

い
で
は
な
い
。

４
　
右
論
文
の
執
筆

・
出
版
が
治
安
維

持
法
違
反
に
該
当
し
な

い
と
す
れ
ば
、
そ

の
校
正
に
従
事
す
る
こ
と
が
同
法
違
反
に

該
当
す
る
は
ず
が
な
く
、
ま
た
論
文
執
筆

を
理
由
と
し
て
検
挙
さ
れ
た
細
川
嘉
六
の



横浜事件再審請求を支援する会 No25

留
守
家
族
を
救
援
す
る
こ
と
も
治
安
維
持

法
違
反
と
評
価
さ
れ
る
わ
け
が
な

い
。
し

か
も
こ
の
留
守
家
族
の
救
援
の
件
に
つ
い

て
は
、
風
兄
章

（近
衛
内
閣
の
苦
記
官
長
）

が
金
■
○
○
円
を
拠
出
し
た
こ
と
が
風
兄

自
身
に
よ

っ
て
供
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

行
為
に
つ
い
て
風
兄
章
が
治
安
維
持
法
違

反
に
問
わ
れ
た
事
実
は
な

い
。

５
　
確
定
判
決
は
、
細
川
論
文
の
雑
誌

掲
載
を
手
伝

っ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
被

告
人
小
野
康
人
を
処
罰
し
て
い
る
の
に
、

そ
の
論
文
自
体
は
証
拠
と
し
て
い
な
い
。

敗
戦
直
後
の
混
乱
の
中
で
、
形
だ
け
を
取

り
繕

っ
た
茶
番
劇
の
よ
う
な

「公
判
」
が

開
か
れ
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
そ
も
そ
も

証
拠
物
な
ど
は
公
判
廷
に
提
出
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
可
能
性
さ
え
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
確
定
判
決
が
細
川
論

文
そ
の
も
の
を
証
拠
に
用
い
て
審
理
し
た

結
果
で
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
以
上
、
間

題
の
論
文
は
再
審
開
始
事
山
と
し
て
の
新

証
拠
に
あ
た
り
、
し
か
も
こ
れ
を
証
拠
に

加
え
る
な
ら
ば
、
同
論
文
の
趣
旨
を

「社

会
主
義
の
実
現
の
方
向
に
向
か

っ
て
我
が

国
策
を
樹
立
す
べ
き
こ
と
を
暗
示
し
た
共

〓産
主
義
的
啓
蒙
論
文
で
あ
る
と
す
る
な
ど

の
事
実
誤
認
は
生
じ
え
ず
、
従

っ
て
被
告

人
は
無
罪
の
吉
．告
を
受
け
た
で
あ
ろ
う
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
」
。

〓
証
拠
方
法

甲
第

一
号
証
　
細
川
嘉
六
執
筆
に
か
か
る

論
文

「
世
界
史
の
動
向
と
日
本
」

甲
第

二
号
証
　
相
川
博

「手
記
」
（昭
和

一
八
年
九
月

一
五
Ｈ
）

な
お
、
細
川
論
文
の
客
観
的
評
価
等

に

関
し
、
専
門
家
に
よ
る
鑑
定
書
の
提
出
を

準
備
中
で
あ
る
。
（付
属
書
類
―
略
）

第
二
次
再
審
請
求
の
弁
護
団
は
、
日
下

の
と
こ
ろ
、
全
員
が
横
浜
弁
護
士
会
の
会

員
で
す
。

団
長
の
日
下
部
長
作
先
生
は
、
も
と
横

浜
弁
護
士
会
長

・
Ｈ
弁
連
副
会
長
で
、
米

軍
機
墜
落
事
故
の
国
家
賠
償
請
求
事
件
な

ど
、
神
奈
川
県
を
舞
台
と
す
る
数
々
の
大

ｏ
日
下
部
長
作
　
　
・
間
部
　
俊
明

・
山
本

　

一
郎
　
　
・
山
本

　

一
行

・
山
本
　
格
子
　
　
・
渡
辺
　
知
［
子

。
三
野
研
太
郎
　
　
・
小
沢
　
弘
子

。
本
ｌｌｌ
　
敏
幸

。
岩
橋
　
一旦
隆
　
　
。
大
川
　
隆

１１

型
訴
訟
の
弁
護
団
長
を

つ
と
め
、
現
在
横

浜
教
科
書
訴
訟
の
弁
護
団
長
も
ひ
き
う
け

て
い
ま
す
。
第

一
次
請
求
で
も
横
浜
勢
の

代
表
格
で
し
た
が
、
引
き
続
き
が
ん
ば

っ

て
い
ま
す
。

山
本

一
郎
先
生
は
、
七
年
前
ま
で
横
浜

地
裁
小
田
原
支
部
の
裁
判
官
で
し
た
。
司

法
研
修
所
第

一
期
生
と

い
う
長

い
キ
ャ
リ

ア
で
、
治
安
維
持
法
を
実
際
に
運
用
し
た

世
代
を
直
接
知

っ
て
い
ま
す
。
夫
人
の
山

本
祐
子
先
生
は
、
横
浜
教
科
書
訴
訟
弁
護

団
の
制
団
長
を
し
て
い
ま
す
。

三
野
研
太
郎
先
生
は
、
第

一
次
再
審
請

求
の
時
か
ら
の
弁
護
団
で
、
横
浜
事
件
も

と
被
告
の
白
石
芳
大
氏
の
弟
徳
雄
氏
と
旧

知
の
問
柄
で
す
。

本
田
敏
幸
先
生
は
、

現
在
の
副
会
長
で
す
。

な
こ
と
で
有
名
で
す
。

横
浜
弁
護
十
会
の

刑
事
事
件
に
熱
心

岩
橋
ｔ
隆

・
間
部
俊
明
両
先
生
も
、
第

一
次
請
求
か
ら
の
弁
護
団
で
、
岩
橋
先
生

は
、
第

一
次
の
と
き
に
小
野
貞
さ
ん
を
担

当
し
ま
し
た
。
ま
た
両
先
生
は
、
神
奈
川

の

「憲
法
劇
」
運
動
推
進
の
中
心
で
も
あ

り
、
毎
年
の
憲
法
劇
の
中
で
、
横
浜
事
件

を
取
リ
ｌｌ
げ
続
け
て
き
ま
し
た
。

山
本

一
行
先
生
は
、
横
浜
弁
護
ｌｆ
会
が

国
家
秘
密
法
反
対
運
動

の

一
環
と
し
て
、

「ゾ

ル
ゲ
事
件
」
判
決
の
問
題
点
の
研
究

を
進
め
る
Ｌ
で
、
日
下
部
、
間
部
両
先
生

と
と
も
に
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て
か
か
わ

っ
て
き
ま
し
た
。

渡
辺
智
子

・
小
沢
弘
子
の
両
先
生
は
、

そ
れ
ぞ
れ
弁
護
十
五
年
同
と
三
年
同
の
新

進
気
鋭
の
仲
間
で
す
。
渡
辺
先
牛
は
Ｈ
下

部
先
生
の
薫
陶
を
受
け
、
ブ

ル
ゲ
事
件
研

究
に
参
加
、
小
沢
先
生
は
横
浜
教
科
書
訴

訟
の
弁
護
団
の
中
で
、
憲
法
論
研
究
グ

ル

ー
プ
の
幹
事
的
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

横
浜
教
科
書
訴
訟
は
、
ご
承
知
の
と
お

り
、
昨
年
六
月
に
、
横
浜
在
住
の
高
校
教

師
高
鳴
仲
欣
氏
が
提
起
し
た
国
家
賠
償
請

求
訴
訟
で
、　
可
一一メ
」
い
た
ば
、
ア
ジ
ア
の

民
衆
に
対
す
る
戦
後
責
任
や
、　
マ
ス
コ
ミ

に
お
け
る
人
■
タ
ブ
ー
な
ど
に
つ
い
て
教

科
書
の
中
で
言
及
す
る
こ
と
を
許
さ
な

い

と
い
う
現
代
の
言
論
統
制
と
の
た
た
か
い

で
す
。
今
回
の
第
二
次
再
審
請
求
の
弁
護

団
は
、
Ｈ
下
部
団
長
以
ド
全
員
が
、
横
浜

教
科
書
訴
訟
の
弁
護
団

（
Ｉ

Ｉ
（
名
）
に

所
属
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
二
つ
の
た

た
か
い
が
、
本
質
的
な
と
こ
ろ
で
結
ば
れ

て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
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← 【朝日新聞】横
浜
事
件
三
度
目
の
再
審
請
求

再審を伝える新聞報道

↓ 【神奈川新聞】

地裁に申し立て

「違
法
性
明
ら
か
に
」

嗽
中
、
慨
後
の
忠
Ш
犯
険
挙
で
知
凛
＝
興
者
ら
が

大
地
に
引
肛
さ
れ
た

「
輌
浜
ψ
件
」
で
、
治
安
維
持
法
進

反
で
有
卿
判
決
を
受
け
た
期
集
部
典
の
辿
欣
が

■
―
し
日
、
枷
浜
地
Ｒ
に
”
富
の
開
始
を
求
め
る
開
求
を
行

っ
た
。

「
Ｎ
供
“
件
」
を
め
´
う
る
再
審
請
求
は
八

六
年
七
月
に
初
め
て
行
わ
れ
た
が

「
当
時
の
配

録
が
″
●
し
て
い
な
い

一
Ｌ
い
う
即
山
で
案
却
さ
れ
て
お
り
、
今

――――
は
●

・
―――
出
耐
求
に
な
る
。

制
ｗ
を

中
レ

Ｖ
て
た
の

慨

訛

秘

「
改
造
」
の
編
集
部
員
だ

っ

た
故
小
野
は
人
さ
ん
の
要
真
さ

ん
（八
↓
＝
奥

ふ
都
江
襲
区
蘭
砂

＝
ら
遺
放
二
人
．

再
鶴
睛
求
”
に
よ
る
と

、
小

野
さ
ん
は
製
中
、
た
黎
的
と
さ

憫
浜
事
件
　
”
“

「
改
辿
」

（
四
二
年
し
月

，
）
に
ｍ
文

「
世

押
史
の
動

‐ｒｕ
と
日
本
」
を
著
し

た
０
済
学
者
細
川
郡
六
氏
Ｈ
一、

同
年
九
月
に
週
抑
さ
れ
た
の
が

き

っ
か
け
。
特
高
は
細
川
氏
が

招
い
て
開
い
た
黎
会
の
写
真
に

写

っ
て
い
た
雑
誌
関
係
者
ら
を

次
々
に
検
挙
し
た
．
米
国
帰
り

の
思
想
犯
を
書
減
し
て
い
た
神

蕉
川
県
特
出
書
撃
が
中
心
に
な

っ
た
た
め
題
外
り
件
と
呼
ば

れ

る
。
則
川
氏
も
合

め
「
破
歯
人
」

の
大
半
は
れ
安

組
持

法

廃

止

（
四
五
年
Ｌ
月
）
で
豹
眺
な
ど

に
な

っ
た
アリー
、
廃
■
前
に
判
決

を
受
け
、
新
旧
刑
“
訴
訟
渉
の

谷
間
で
い
Ｊ
し
そ
び
れ
た
小
時

さ
ん
ら
は
そ
の
よ
よ
判
決
が
ｍ

ｔ

し
た
。

で
逮
捕
さ
れ
た
。
敗
戦
直
後
の

四
五
年
九
月

、
横
浜
地
裁
で
は

役

二
年
、
執
行
猶
予

三
年
の
言

い
渡
し
を
受
け
、　
一
審
で
確
定

し
た
。

今
回

の

第

二
次

再

害

請

求

で
、
遺
族
の
貞
さ
ん
側
は
新
た

な
証
拠
と
し
て

「
細
川
論
文
」

を
提

出

、
①

問

題

と

な

っ
た

「
世
界
史
の
動
向
と
日
本
」
は

審
理
で
証
拠
採
用
さ
れ
て
い
な

い
②
同
論
文
の

「
遺
法
性
」
も

検
証
さ
れ
て
い
な
い
、
な
ど
を

挙
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

「
同

論

文
は

民

族

自

決

を
尊
重

し

て
、
対
ア
ジ
ア
政
策
の
見
直
し

を
迫

っ
た
も
の
で
、
当
時
の
治

は
八
六
年
に
第

一
次
再
審
請
求

を
起
こ
し
た
が
、
九

一
年
に
請

求
棄
却
が
確
定
し
て
い
る
。

］舗
鰯
押
拙
綺
型
躙
幅
幌
艇磯
瘍
晴

← 【毎日新聞】

「真
相
解
明
の
突
破
口
に
」

顕
一襲
鶏

決
意
淡
々
と
貞
さ
ん

高
）
に
迎
抑
さ

れ
た
．
”
螂

（現

蘭
桜
）
、
磯
子
〕
で
特
品
”
一ロ

か
ら
消
間
を
伴
う
取
り
出
ぺ
を

受
け
終
職
直
後
の
四
五
年
九
月

十
五
日
、
欄
浜
地
燿
で
開
か
れ

た
初
公
判
の
場
で
即
日
、
可
”

判
決

（
懲
役

二
年
、
執
行
猶
予

三
年
）
を
受
け

た
。

そ
の
後
、
特
出
に
よ
る
“
円

の
“
典
を
最
高
以
が
昭
定
し
た

こ
Ｌ
を
受
け
、
頌
浜
中
件
の
当

小
者

ら
九

人
が

一
口
日
の
面
審

脚
求
を
し
た
が
、
”
供
地
震
は

「
（
当
時
の
）
彙
判
配
録
が
発

見
さ
れ
な
い
以
上
、
％

―ｌｌｌ
と
有

卵
認

定
と
の
囚
果
関
係
が
把
畑

で
き
な
い
」
と
し
て
衆
却
、
最

刹
切

喝
ｔ
ｏ
「
刹
哺
颯
洲

山

今
回
、
４
び
科
密
睛
求
に
関

み
切

っ
た
こ
」
に
つ
い
て
弁
製

団
は

コ
枷
り
来
が
出
て
き
た
わ

け
で
は
な
い
が
、
小
町
さ
ん
の

↓ 【神奈川新聞】
の
こ
と
だ
。

「
颯
後

、
占
領
”
の
巡
班

に

攪
て
て
関
係

”
数
を
は
と
ん
ど

畑
却
し
て
し
ま

っ
た
の
は
、
成

型

所
自
身
な
の
に
」
．
墜

手
に

証
拠
記
録
を
μ
置
（
い
ん
め

つ
）

さ
せ
て
お
き
な
が
ら
、
こ
の
円

前
払
い

は
あ
ま
り
に
も
あ
シ
」
い

―
。
こ
ん
な
思
い
が
、
こ
回
日

の
“
諸
腑
求
に
鵬
０
強
い

意
気

込
み

を
支
え
て
い
る
。
旧
法
Ｔ

で
の
不
当
な
人
捕
椒
害
が

、
新

法
下
で
も
救
済
さ
れ
め
ま
よ
半

世
紀
を
迎

え
よ

う

と

し

て

い

る
。

国一蝙

さ
に
ま
ぎ
れ
て
多
数
の
ヨ
綸

人
が
弾
圧
さ
れ
た
。
弾
圧
の

中
心
と
な

っ
た
の
が
神
奈
川

県
特
高

（
神
奈
川
県
薔
栞
部

特
別
高
寄
謀
）
で
あ

っ
た
こ

と
か
ら
級
浜
事
件
と
よ
ば
れ

る
▼
先
月
末
、
こ
の
事
件
で

有
罪
判
決
を
受
け
た
ま
ま
亡

く
な

っ
た
小
野
康
人
さ
ん
の

要
、
貞
さ
ん
ら
遺
族
が
棟
浜

地
裁
に
再
器
を
請
求
し
た
。

東
さ
ん
は
八
年
前
に
も
再
露

請
求
し
た
う
ち
の

一
人
だ
が

地
裁
、
最
高
裁
と
も
葉
却
。

今
回
は
二
度
日
、
再
　
再
審

請
求
と
い
う
こ
と
に
な
る
．

人
種
回
復
に
か
け
た
切
々
の

訴
え
で
あ
る
▼
と
に
か
く
ひ

と
い
事
件
だ

っ
た
。
デ

ッ
チ

あ
げ
と
拷
間
、
次
々
と
な
死

者
が
出
た
。
悪
名
高
い
治
安

2度 目の可 審 :"求 に向 か う小口

'厳
人 さんの IE旗 ら =脳浜 ,し 収 め

"

「裁
判
所
の
人
権
侵
害
許
せ
ぬ
」

特
高
に
よ
る
思
想

・
口
船
獅

圧
で
迫
普
さ

れ
た
「
薇
浜

“
件

」

の
設
贅
者
の
選
族
が

、
棄
却

の

用
麻

を
乗
り
起
え
て
再
び
”
常

請
求
の
円
を
た
た
い
た

．
颯
後

五
十
年
の
節

日
を
日
前

に
控
え

て
の
タ
イ
ミ

ン
グ
だ
が
、
請
求

人
の
小
野
東
さ
ん
は
、

「
大
の

名
苦
回
概
と
か
、
そ
う
い
う
個

人

的
な

理

由

で
は

あ

り
ま

せ

ん
。
２
劃
山
か
像
し
た
人
抽
瞑

躙

（
し

ゅ
う

り
ん

）

が

許

せ

な

い

」
と

切

々
と
訴

え

て

い

る
．特

出
は
人
手
し
た
雑
“
樹
典

者
ら
の
ソ
会
写
■

を

「
共
た
党

再
“
“
ｍ
会
つ

‐―‐―‥
拠
写
Ц

」
と

し
て
　
出
■
４
４
■

「
る
人
に

検
挙
し
て
い
く
。
故
小
野
鳳
人

さ

ん

も
そ

の

中

の

一
人
だ

っ

た
。

「
小
野
が

（綺
漱
要
」
れ
）

帰
宅
す
る
よ
で
、
な
ぜ
治
安
社

持
は
塾

反
な
の
か
わ
か
り
ま
せ

ん
で
し
た

」
と
東
さ
ん
。

詢
餃
中
の
小
野
さ
ん
に
曽
替

え
を
差
し
入
れ
に
行

っ
た
時
、

背
中
か
ら
般
よ
で
多
燎
の
ｎ
に

染
よ

っ
て
い
る
の
を
見
て

「
汚

出
さ
れ
て
い
る
こ
Ｌ
に
気
づ
い

た
」
。
そ
の
用
で
は
、
ワ
ア
ワ

ア
大
”
で
泣
く

こ
と
し
か
で
き

な
か

っ
た
と
い
う
。

だ
が
東
さ
ん
ら
関
係

者
の
慣

り
は
、
特
高
の
”
円
よ
り
も

、

む
し
ろ

「
裁
判
所
に
よ
る
人
欄

咲
躙
」
に
対
し
て
の
方
が
強
い
。

小
野
さ
ん
は
″
И
的
と
さ
れ
た

論
文
の
毬

ＩＬ
に
机
わ
っ
た
こ
と

で
検
●
さ
れ
た
の
に
、
旧
懸
法

下

で
裁
判
所
は
船
文
の
内
鰤
に

踏
み
込

ま
な
い
よ
よ
初
公

判

で
即
日

、
何
卿
判
決
を
下

し

た
．さ

ら
に

「
こ
の
判
決
は
特
高

の
拷
間
に
よ
・や
同
供
に
基
づ
い

た
不
当
な
も
の
」
と
し
て
、
八

六
年
に
な

っ
て
ｄ
こ
し
た
“
出

晴
求
は

「
当
時
の
な
判
記
録
が

存
在
せ
ず
、
密
卿
が
で
き
な
い
」

（綴
浜
地
２
）
と
し
て
棄
却
さ

れ
た
。
も
ち
ろ
ん
新
懸
は
下
で

饉

一
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太
平
洋
戦
争
時
の
言
論
弾
圧

事
件
と
し
て
知
ら
れ
る

「
横
浜

事
件

」
で
、
治
安
維
持
法
違
反

に
問
わ
れ
、
有
罪
判
決
の
確
定

し
た
故
小
野
康
人
さ
ん
の
要
貞

さ
ん
貧
こ
＝
東
京
都
江
東
区

＝

と

子
供

二

人
が

二
十

七

日

、

「
冤
罪
だ

」
と
し
て
、
横
浜
地

裁
に
二
度
目

の
再
審
請
求
を
し

た
。雑

誌

「
改
造

」
の
編
集
部
員

だ

っ
た
小
野
さ
ん
『

円
誌
に
掲

敏
し
た
社
会
評
論
家
、
故
細
川

嘉
六
氏
の
論
文

「
世
界
史
の
動

向
と
日
本
」
の
校
正
に
あ
た

っ

た
が
、

「
共
産
主
義
の
啓
も
う

だ

」
と

し

て

一
九

四

三

年

五

月

、
治
安
維
持
法
違
反
の
疑
い

安
維
持
法
に
照
ら
し
て
も
、
違

法
論
文
に
あ
た
ら
な
い
」
と
主

張
す
る
方
針
だ
。

横
浜
事
件

　

「
共
産
主
義
思

想
を
広
め
よ
う
と
し
た
」
な
ど

の

理

由

で

、
戦

時
中

、
雑

誌

「
中
央
公
論

」
や

「
改
造
」
な

ど
の
執
筆
者
や
編
集
者
、
学
者

な
ど
六
十
余
人
が
治
安
維
持
法

逸
反
容
疑
で
検
挙

さ
れ
た
。
神

奈
川
県
警
が
調
べ
た
の
で

「
横

浜
事
件
」
と
呼
ば
れ
る
。
う
ち

半
数
が
起
訴
さ
れ

、
全
員
が
有

罪
判
決
を
受
け
た
。
貞
さ
ん
ら

同
事
件
の
元
被
告
や
遺
族
九
人

の
商
著
請
求
を
し
た
。
会
見
て

員
さ
ん
は
、

「
人
は
、
ま
と
も

な
調
べ
も
な
く

一
日
で
終
わ

っ

た
裁
判
を

『
茶
番
劇
だ
。
ば
か

に
す
る
な
」
と
慣
慨
し
て
い
た
。

人
権
を
踏
み
に
し

っ
た
事
件
の

稟
相

解

明

の

突

破

口
に
な

れ

ば
」
と
、
再
商
“
求

へ
の
決
意

を
淡
々
と
籠

っ
た
。

こ
の
日
午
後

一
時
過
ぎ
、
同

地
裁

へ
の
再
密
請
求
手
疏
き
を

終
え
た
負
さ
ん
は
、
横
浜
弁
崚

士
会
ｍ

（
横
浜
市
中
区
日
本
大

に
か
け
て

一
面
多
量
の
血
に
染

ま

っ
て
い
る
の
を
見
て
、
痛
ま

し
さ
と
誨
し
き
の
あ
ま
り
、
大

声
で
泣
き
ま
し
た
」

一
度
目
の
再
審
蹟
求
が
楽
却

さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、
改

め
て
強
い
不
輌
を
表
明
。
同
地

裁
は

一
九
八
八
年
の
葉
却
決
定

で

「
終
戦
直
後
の
混
乱
時
に
棟

浜
事
件
の
記
録
が
尻
却
処
分
さ

れ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
」

と
、
記
録
を
地
裁
が
自
ら
颯
分

し
た
可
能
性
を
認
め
た
が
、

こ

一笏一」〕一一̈蟻一一̈中一」

に
よ
る
、
思
い
の
ま
ま
の
人

亀
略
曜
だ

つ
た
。
雑
誌

「
改

造
」
編
集
部
員
の
康
人
さ
ん

が
検
挙
さ
れ
た
の
は
結
婚
十

年
目
の
昭
和
十
八
年
五
月
，

本
紙
が
連
載
、
本
に
な

っ
た

「
ヨ
論
が
危
う
い
」
に
こ
の

間
の
事
情
が
辞
し
い
▼
初
め

は
寿
署

（
今
の
南
署
）
に
入

れ
ら
れ
た
。
東
さ
ん
は
薔
書

え
の
置
し
入
れ
に
通
う
。
二

カ
月
ほ
ど
た

っ
て
、
返

っ
て

き
た
夫
の
管
物
は
背
中
か
ら

姜
ま
で
ジ

ッ
ト
リ
と
血
が
染

み
込
ん
で
い
た
。

「
こ
れ
は

な
ん
で
す
か

一
と
叫
ん
だ
。

一
お
で
き
で
も
引

っ
か
い
た

ん
だ
ろ
う

一
と
特

［
刑
事
，

貞

さ
ん
は
く
や
し
く
て
、
そ

の
場
で
ワ
シ
ワ
ン
淀
い
た
―

▼
額
浜

事
件
の
発
局
〓
凝
貢

学
者
　
絶
川
凛
六
氏

，
欲
郷

の
富
山
県
泊
町
に
執
し
い
編

集
者
を
沼
い
た
、
そ
の

一
枚

の
記
念
写
真
だ

っ
た
。
共
産

党
再
建
準
備
会
議
と
い
う
幻

の
容
疑
を
つ
く
り
上
げ
た
。

「
過
ち
を
改
め
ざ
る
こ
れ
を

過
ち
と
い
う
」
司
法
関
係
者

へ
綸
語
の
言
葉
を
お
く
る
一

↓ 【産経新聞】

遺
族
が
再
び

再
審
を
請
求

横

浜

事

件

戦
時
中
の
二
部
な
ど
に
よ
る

言
論
弾
圧
事
件

一
横
浜
事
件
」

で
、
治
安
維
持
法
違
反
の
罪
で

有
罪
判
決
を
受
け

た
故
小
野
康

人
さ
ん
の
要
、
貞
さ
ん
η

こ
１

東
京
都
江
東
区
南
砂
＝
ら
二
人

の
遺
族
が
二
十

七
日
、
三
度
目

の
再
審
請
求
を
横
浜
地
裁
に
申

し
立
て

た
。

横
浜
事
件
で
は
、
昭
和
十
七

年
、
評
論
家
の
故
細
川
嘉
六
氏

が
雑
誌

一
改
造
」
に
掲
成
し
た

論

文
が

「
共
産
主
義
思
想
を
広

め
よ
う
と
し
た
」
と
し
て
、
編

集
者
や
執
箋
者
ら
九
十
人
が
治

安
維
持
法
違
反
で
検
挙
さ
れ
、

様

費

中

躁

”

顧

〓

受 っ
蹴

た ′ｊ、
腎

さ

一

貞

さ

ん

は

昭

和

六

十

一
〓

、　

一

元

被

告

と

遺

雲

ら

と

一
考

間

で

一

一

一

一

一

叫

時

一

一

“

一

一

一

一

一一↑一一̈一̈一一一一一

一一一一一一「一一一一一一 一
●
横
浜
事
件
あ
ら
た
め
て
再
審
請
求
　
一

一出り籍鍬みⅧ諦い棚一渕
畔̈肺一

鰍
Ｔ
�̈
蹄

一一一一̈輌̈̈
，¨̈̈

口『̈

７
Ｌ

一に
同
地
裁
に
両
審
請
求
し
た
が

‐）
・｛晰鍬颯聯測柿堆は磁いけ

特
別
抗
告
を
■
却
し
た
。

戦
時
中
、
最
大
規
模
の
言
論
弾
圧

「横
浜
事
件

」
で
再
審
請
求

発
端
の
論
文
を
証
拠
提
出

ず
、
被
告
人
は
無
罪
に
な
る
」

と
主
張
し
て
い
る
。

申
し
立
て
た
の
は
、
事
件
当

時
、
雑
誌

「
改
造
」
を
発
行
し

て
い
た

「
改
造
社
」
の
出
版
部

員
　
小
野
康
人
さ
ん
の
妻
、
貞

さ
ん
抹
こ

（
東
京
都
江
東
区
南

砂
）
・う
迫
欣
二
人
。

こ
の
事
件
で
は
、
小
野
さ
ん

の
遺
族
を
含
め
、
元
被
告
、
過

族
ら
九
人
が
昭
和
六
十

一
年
七

月
、

「
事
件
は
激
し
い
拷
間
に

横浜 地獄 に入 る小野 貞 さん

(左か ら 2人 日)と 弁護団

「］［」「一̈̈
」「中̈̈
一̈̈
一̈̈
”一一』一̈一一一̈一「̈」』枠響沖『」̈｝

却
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
て
同
論
文
が
特
定
さ
れ
て
い
る

〓
　
一と
を
理
由
に
、
再
審
の
扉
を
開

一一一一一一一̈［一一一一一一̈̈｝一一̈「『一̈一一一̈一一̈一一一̈̈̈一

卸量̈̈
中中一「̈̈
一一一け一̈一̈̈
」̈一一一̈一　一け」一一一̈』一̈̈
］一̈

で
、
共
産
主
載
的
啓
も
う
論
文

の
掲
載
を
手
伝

っ
た
と
し
て
お

安
維
持
法
違
反
の
有
罪
が
確
定

し
た
元
改
造
社
出
版
部
員
、
小

野
巨
人
さ
ん
（
故
人
）
の
要
貞
さ

ん
稼
こ
＝
東
京
都
江
東
区
南
砂

二
＝
ら
迫
族

二
人
が
、
「
論
文
は

ア
シ
ア
結
民
族
の
独
立
達
成
を

助
け
る
よ
う
訴
え
た
も
の
。
判

決
は
事
実
承
認
が
あ

っ
た
」
と

し
て

二
十
七
日
、
横
浜
地
裁
に

二
度
目
の
再
審
請
求
を
し
た
。

再
審
請
求
書
に
よ
る
と
、
小

野
元
技
き
は
戦
時
中
、
性
〓
一
改

一

通

一
に
経
済
学
者
、
颯
川
麗
六

氏

（
散
人
）
の
論

文

「
世
界
史

一

聞新

・
　

‐―
―
―

‐

一　

慨
時
中
の
ｎ
大
規
模
の
言
論

颯   瞬誓賀菟世軍ξ実房雪ξ置琶元警凛署
こ と ば    罪 と な った 治安 雄 持 法 に よ る 言 綸 弾 圧

・・・・・・    事 件 。 改造 社 は 慶 業 に 追 い 込 ま れた 。

(棟浜事 件

' 1942年
か ら 45年 にか

り、雑誌「 改造 コ に論 文を 掲政 した細

|1嘉六氏の iまか 、六 十数人 の研究者 、

編集者な どが共産 主 義活 動、宣 伝の 疑

全
員
の
名
誉
回
線
の
″
突
破

口
″

と
し
て
願
い
を
託
し
て
い
る
。

こ
の
日
、
横
浜
市
中
区
の
横

浜
弁
護
士
会
館
で
記
者
会
見
し

た

小

野
さ
ん

の

要
、

貞

さ

ん

ス
こ

（
東
京
都
江
東
区
南
砂
）

は

「
（
来
の
小
野
）
個
人
の
間

願
で
は
な
く
、
実
団
の
事
件
で

す
。
他
の
方
の
名
替
回
復
も
曜

い
た
い
」
と
絞
り
出
す
よ
う
な

声
で
訴
え
た
。

自
さ
ん
は
さ
ら
に
、
失
の
逮

厠
後
の
拷
間
に
触
れ
、

「
夫
の

戻

っ
て
き
た
着
衣
が
背
中
か
ら

腰
に
か
け
て

一
面
多
臓

の
血
に

染
ま

っ
て
い
た
」
と
唇
を
か
み

し
め
、
当
時
を
振
り
返

っ
た
。

ま
た
、
裁
判
記
録
の
紛
失
と
い

っ
た
経
絆
を
ふ
ま
え
、

「
門
前

捧
い
の

一
手
の
第

一
次
再
繁
謂

求

の

棄

却

に
憤

り
を

覚

え

ま

す

」
と
裁
判
所
に
対
す
る
不
営

同
事
件
の
裁
判
記
録
は
、
「
殿

熙
画
後
の
滉
乱
期
に
裁
判
所
で

焼
却
し
た

」

（昭
和
六
十
三
年

報
浜
地
教
決
定
）
と
さ
れ
る
。

第

一
次
詔
求
の
羮
却
確
定
後
、

再
請
求
の
適
を
探

っ
て
い
た
弁

護
団
は
、
唯

一
、
当
時
の
起
訴

状
に
あ
た
る
予
審
終
結
決
定
書

と
原
判
決
文
の
両
方
が
、
小
野

さ
ん
の
弁
護
士
の
道
品
と
価
浜

地
検
に
奇
跡
的
に
保
管
さ
れ
て

い
た
た
め
、
小
野
さ
ん

一
人
の

“
密
請
求
に
路
み
切

っ
た
。
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機だ「織驚1,.向 |ノ ィ幾オθ姦」なさ

惑了拠縄艤が鷲麒事件

鶉

去
る
■
月
二
十
日
、
第
二
次
再
審
請
求

に
向
け
て
、
支
援
す

る
会
■
催

の
集
会

「治
安
維
持
法
と
横
浜
事
件
」
が
開
催
さ

れ
た
。
事
件
と
そ
の
背
景
に
あ
る
治
安
維

持
法
そ
の
も
の
の
本
質
を
明
ら
か
に
し
、

第
二
次
再
審
裁
判
の
支
援
体
制
を

つ
く
る

べ
く
、
意
志
統

一
を
は
か

っ
た
。

細
川
論
文
の
鑑
定
人
を
お
引
き
受
け
く

だ
さ

っ
た
今
井
清

一
氏

（横
浜
市
立
大
学

名
誉
教
授
）
が

「
現
代
史
の
中
の
治
安
維

持
法
」
、
同
じ
く
奥
平
康
弘
史

（国
際
基

督
教
大
学
教
授
）
が

「
治
安
維
持
法
と
横

浜
事
件
」
と
い
う
演
題
で
の
講
演
。
両
氏

か
ら
は
、
「世
界
史
的

に
み
て
も
近
代
稀

に
み
る
悪
法
で
あ
る
治
安
維
持
法
は
、
戦

争
末
期
に
拡
大
解
釈
が
横
行
し
、
改
悪
が

重
ね
ら
れ
る
こ
と
で
、
軍
部
が
思
い
通
り

の
弾
圧
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
の

時
期
に
起
こ
っ
た
象
徴
的
な
事
件
が
横
浜

Ｉ
件
で
あ

っ
た
。
今
回
の
再
審
を
契
機
に
し

て
、
こ
の
悪
法
の
罪
を
明
ら
か
に
し
、
当
時

も
、
そ
し
て
今
日
ま
で
も
人
権
を
蹂
躙
し
て

き
た

‐ｉｌ
法
自
ら
の
責
任
を
取
ら
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」と
こ
も
ご
も
、）報
告
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
人
川
弁
護
団
事
務
局
長
は
、
特
に

今
回
は
、
小
野
さ
ん
の
事
件
の
キ
．
１１１１１
の
大
き

な
根
拠
と
さ
れ
て
い
る

「
細
川
論
文
」
が
、

果
た
し
て
同
体
の
変
革
の
問
題
提
起
と
孝
え

ら
れ
る
の
か

（当
時
の
治
安
維
持
法
か
ら
み

て
も
違
法
性
は
み
う
け
ら
れ
な
い
）
と

い

う
、
新
し

い
観
点
で
迫

っ
て

い
き
た

い

と
、
決
意
表
明
が
な
さ
れ
た
。

第
二
次
再
審
の
中
立
人
と
な

っ
た
小
野

貞
さ
ん
は
、
現
在
の
心
情
を
訴
え
ら
れ
、

用
意
し
た
挨
拶
文
の
終
わ
り
を

「予
審
終

結
決
定
と
原
判
決
と
が
揃

っ
て
残
存
し
て

い
る
小
野
の
資
料
に
よ

っ
て
再
審
の
間
を

突
破
す
る
意
外
な
い
、
と
な
れ
ば
、
非
力

な
私
で
も
踏
み
切
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
の
再
審
請
求
は
治
安
維
持
法
そ
の

も
の
を
問
う
裁
判

に
な

る
と

い
う

こ
と

で
、
思
想

・
言
論
‐―――
題
の
核
が
論
議
さ
れ

る
。
た
い
へ
ん
有
意
義
と
存
じ
ま
す
」
と

結
ば
れ
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
か
ら
の
発
言
を
交
え

て
討
議
が
行
わ
れ
、
近
く
予
定
さ
れ
て
い

る
第
二
次
再
審
請
求
に
む
け
て
、
侵
害
さ

れ
た
人
権
の
回
復
と
、

‐ｉｌ
法
を
含
め
た
国

家

の
犯
罪

↑
只
任
）
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
に
力
を
合
わ
せ
、
運
動
を
広
げ
て
い
き

た
い
、
と
い
う
こ
と
で
締
め
く
く
ら
れ
た
。

一田
中
正
明
記
）
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期

理

春

青

年

劇

場

第
６２
回
公
演

１

９

９

４

九
月
十
四
日
～
三
十
日

「村
井
家
の
人
々

日
本
の
言
論

私
が
改
造
社
に
入

っ
た
の
は
昭
和
十
四

年
二
月
で
、
『大
陸
』
と

い
う
雑
誌
の
編

集
部
に
配
属
さ
れ
た
。
そ
の
編
集
部
に
小

野
さ
ん
が
お
ら
れ
た
。
詳
し
い
こ
と
は
聞

い
て
い
な

い
が
、
私
よ
り

一
年
余
り
前
の

人
社
だ

っ
た
ら
し
い
。

こ
の

『大
陸
』
は
、
改
造
社
が
、
昭
和

十
二
年
、
日
中
戦
争
の
勃
発
に
伴
う
、
中

国

。
大
陸
問
題

へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
当

て
込
ん
で
創
刊
し
た
雑
誌
で
、
創
刊
時
の

編
集
主
任

（編
集
長
）
村
上
敦
氏
に
よ
る

と

「国
民
に
正
し
い
大
陸
政
策

へ
の
理
解

を
与

え

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
云

々
」

（雑
誌

『改
造
』
の
四
十
年
）
と

い
う
こ
と

で
あ
る
が
、
営
利
出
版
の
こ
と
だ
か
ら
当

て
込
ん
だ
と
言

っ
て
も
間
違

い
は
な
い
だ

ス
７
フ
。

小
野
さ
ん
は
法
政
大
学
英
文
科
の
出
身

で
、
前
記
村
上
氏
を
前

か
ら
知

っ
て

い

て
、
そ
の
つ
て
で
改
造
社
に
入

っ
た
よ
う

で
あ
る
。
横
浜
事
件
で

一
緒

に
検
挙
さ
れ

た
相
川
博
君
と
は
法
政
以
来
の
友
人
で
、

相
川
君
が
小
野
さ
ん
よ
り
少
し
前
に
改
造

社
に
入

っ
た
の
も
、
村
上
氏
に
小
野
さ
ん

か
ら
紹
介
さ
れ
て
の
こ
と
だ

っ
た
ら
し

い
。
因
縁
と
言
え
ば
言
え
な
く
も
な

い
。

小
野
さ
ん
は
上
州

（群
馬
県
）
の
出
身

で
、
私
に
は
、
何
人
か
知

っ
て
い
る
上
州

人
に
共
通
す
る
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、
温
顔

で
迫
ら
な
い
風
貌
が
あ
る
。
小
野
さ
ん
も

そ
の
よ
う
で
あ

っ
た
。
上
州
は
桑
畑
十
里

桑
の
実
を
食
べ
て
唇
朱
に
染
め
に
き
、
と

い
う
牧
水
の
歌

（少
し
違

っ
た
か
も
し
れ

ぬ
が
）
が
好
き
で
、
よ
く
口
ず
さ
ん
で
お

ら
れ
た
。
な
か
な
か
良

い
声
で
、
あ
る
時

一
緒

に
飲
ん
で

い
る
席
で
余
興
に
歌

っ
た

ら
、
同
席

の
山
本
社
長
が
感

心
し
て
、

「浅
草
あ
た
り
で
出
ら
れ
る
ん
じ
ゃ
な

い

か
」
と
か
ら
か

っ
た
こ
と
が
あ

っ
た
。

『大
陸
』
は
は
じ
め

「大
衆
雑
誌
」
と

し
て
編
集
さ
れ
た
が
、
期
待
ほ
ど
部
数
が

伸
び
ず
、
昭
和
十
五
年
か
ら
方
針
が
変

っ

て
、
編
集
部
の
編
成
替
え
が
あ
り
、
小
野

さ
ん
は

『改
造
』

の
編
集
部

へ
移
ら
れ

た
。
そ
こ
か
ら
細
川
論
文
掲
載
と
の
関
わ

り
が
生
れ
た
訳
で
あ
る
。

作
＝
ふ
じ
た
あ
さ
や

演
出
＝
千
田
是
也

製
作
＝
福
島
明
夫

横
浜
事
件

（劇
中
神
奈
川
事
件
）
は
、

第
二
次
大
戦
の
末
期
、
功
を
あ
せ

っ
た
神

奈
川
県
特
高
が
、　
一
枚
の
写
真
を
タ
ネ
に

犯
罪
の
で

っ
ち
あ
げ
を
行

っ
た
事
件
で
、

六
十
三
名
の
研
究
者

・
編
集
者
ら
が
検
挙

さ
れ
、
■
名
が
命
を
奪
わ
れ
、
二
つ
の
雑

誌
が
廃
刊
に
追

い
込
ま
れ
た
。
う
ち
二
十

五
名
が
起
訴
さ
れ
、
三
十
四
名
が
無
実
に

か
か
わ
ら
ず
有
罪
の
判
決
を
受
け
た
。
四

十
年
余
り
を
経
て
、
九
名
の
被
害
者
が
横

浜
地
裁
に
対
し
、
再
審
の
請
求
を
行

っ
た

が
、
結
果
は
地
裁
か
ら
、
最
高
裁
ま
で
門

前
払

い
。
現
在
、
新
証
拠
を
そ
ろ
え
て
、

再
度
再
審
請
求
を
行
な
お
う
と
し
て
い
る
。

作
者
の
こ
と
ば

申
込
み
は

〇

三

―
上

壬

二
五

二

―

六
九

二

二

私
の
父
は
、
横
浜
事
件
の
被
害
者
の

一

人
で
あ

る
。
幸

い
起
訴
は
免
れ
た
も
の

の
、

一
年
間
、
留
置
場
や
拘
置
所
を
た
ら

い
回
し
に
さ
れ
た
上
、
拷
間
の
傷
だ
ら
け

で
帰

っ
て
き
た
。
私
に
と

っ
て
横
浜
事
件

は
原
体
験

の

一
つ
な
の
で
あ
る
。
だ
か

ら
、
再
審
の
行
方
も
、
他
人
事
で
は
な
い
。

だ
が
、
私
が
描
こ
う
と
し
て
い
る
の
は
、

直
接
に
は
横
浜
事
件
で
は
な

い
。
横
浜
事

件
を
扱
う
世
間
…
…
と
い
う
か
、
世
間
を

代
表
し
て
い
る
つ
も
り
の
、　
マ
ス

・
メ
デ

ィ
ア
の
退
廃
で
あ
る
。
横
浜
事
件
が
言
論

の
問
題
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
二
重
の
意

味
で
言
論
の
問
題
な
の
で
あ
る
。
実
は
そ
こ

に
こ
そ
、
横
浜
事
件
の
現
在
を
問
う
鍵
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思

っ
て
い
る
。
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事
務
局
に
届
い
た
も
の
を
適
宜

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（文
責
＝
事
務
局
）

●
ご
ぶ
さ
た
し
て
い
ま
す
。
先
日
の
集
会

は
、
日
韓
出
版
シ
ン
ポ
ジ

ュ
ー
ム
で
司
会

役
で
し
た
の
で
、
参
加
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
再
審

に
向
け
て
が
ん
ば
り
ま
し
ょ

う
。
会
費
送
り
ま
す
。
　

　

（俵
　
義
文
）

●
戦
後
五
〇
年
を
目
前
に
し
て
、
日
本
は

ま
だ
ま
だ
人
権
が
確
立
さ
れ
て
い
る
と
は

言

い
難

い
と
思
い
ま
す
。
人
権
の
な

い
と

こ
ろ
に
真
の
平
和
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
に
も
第

二
次
再
審
を
成
功

に
導

き
、
国
家

（司
法
）
の
犯
罪
を
裁
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
　
　
　
會
一渡
　
立暑
∪

●
ご
丁
寧
に
会
報
、
冊
子
等
送

っ
て
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
横
浜

事
件
に
つ
い
て
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
勉
強
と

い
う
と
こ
ろ
で
す
。
第
二
次
再
審
請
求
に

関
す
る
記
事
を
も
の
し
、
お
届
け
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
わ
ず
か
で
す
が
会
報
分

も
含
め
カ
ン
パ
を
同
封
し
ま
し
た
の
で
、

ご
笑
納
下
さ
い
。
今
後
と
も
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
（匿
　
名
）

●
小
野
　
貞
様

前
略
　
本
日

（八
月

一
日
）
の
毎
日
新

間
で
貴
方
様
に
つ
い
て
の
記
事
を
読
ま
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
な
ん
と
も
感
動
で

一
杯

に
な
り
、

一
筆
お
便
り
を
せ
ず
に
は
い
ら

れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
私
な
ど
、
わ
が
ま

ま
な

一
主
婦

に
す
ぎ
ま

せ
ん
が

（六
四

歳
）
そ
の
ご
高
齢
で
、
正
し
さ
を
求
め
て

闘

い
に
立
ち
上
が

っ
て
行
か
れ
る
こ
と
に

思
わ
ず
頭
が
下
が
り
ま
し
た
。
気
負

い
も

な
く
。

今
の
日
本
は
本
当
に
何
も
か
も
無
茶
苦

茶
に
な

っ
て
い
ま
す
の
に
ま
る
で
清
々
し

い

一
陣
の
風
に
あ
た

っ
た
よ
う
な
気
が
致

し
ま
し
た
。
そ
し
て
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。

人
間
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
社
会
を

つ
く
る

に
は
何
も
し
な

い
で

い
て
は
な
ら
な

い

と
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
ど
う

か
百
歳
ま
で
も
生
き
生
き
と
生
き
て
ゆ
か

れ
ま
す
よ
う
に
、
お
体
大
切
に
大
切
に
頑

張

っ
て
下
さ
い
。
カ
ン
パ
、
余
り
少
し
で

恥
か
し
い
の
で
す
が
同
封
さ
せ
て
項
き
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（小
栗
　
郁
子
）

〈
四
月
〉
天
野
あ
ぐ
り

〈
五
月
〉
ふ
じ
た

あ
さ
や
　
春
名
徹
　
中
村
忠
志
　
一品
畑
健

一　

出
版
労
連
　
加
藤
丸
子

〈
六
月
〉
俵

義
文
　
山
住
正
己
　
松
岡
喜
美
栄
　
栗
田

裕
康

〈
七
月
〉
吉
田
好

一
　

山石
波
労
組

小
野
伸
帆
　
五
味
芙
美
子
　
斉
藤
信
行

清
水
敏
子
　
小
栗
郁
子

▼
事
務
局
だ
よ
り

ｏ
い
よ
い
よ
第
二
次
請
求
の
た
た
か
い
が

は
じ
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
ご

支
援

・
ご
協
力
を
お
願

い
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願

い
い

た
し
ま
す
。

第
二
次
請
求
支
援
の
最
初
の
取
り
組
み

と
し
て
裁
判
所

へ
の
要
請
行
動
が
あ
り
ま

す
。
第

一
次
請
求
の
時
と
同
じ
よ
う
に
、

署
名
運
動
に
取
り
組
ん
で
、
集
り
ま
し
た

ら
事
務
局

へ
お
送
り
下
さ
い
。
取
り
ま
と

め
て
裁
判
所

へ
提
出
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ｏ
去
る
Ｉ
月
二
〇
日
の
集
会

「治
安
維
持

法
と
横
浜
事
件
」
（本
号

一
、
六
頁
参
照
）

の
講
演
内
容
を
冊
子
に
ま
と
め
る
こ
と
と

い
た
し
ま
し
た
。
冊
子
に
つ
い
て
の
詳
細

は
次
号
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

ｏ
八
月
初
め
、
気
賀
す
み
さ
ん
が
持
病
の

高
血
ｌｉｌｌ
で
倒
れ
ら
れ
て
、
二
週
間
ほ
ど
入

院
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
は
お
元
気
に
な
ら

れ
、
ご
自
宅
で
静
養
さ
れ
て
い
ま
す
。

ｏ
黒
田
ジ

ャ
ー
ナ
ル
の
窓
友
会
か
ら
小
野

伸
帆
さ
ん
に
カ
ン
パ
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の

一
部
を
支
援
会
活
動
の

一
助
に
と
、
小
野

さ
ん
か
ら
カ
ン
パ
を
支
援
会
の
ほ
う

へ
い

た
だ
き
ま
し
た
。
窓
友
会
か
ら
は
以
前
に

も

「
地
の
塩
」
と
い
う
カ
ン
パ
を
横
浜
事

件
再
審
裁
判
の
支
援
と
し
て
事
務
局
に
お

送
り
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

ｏ
小
野
貞
さ
ん
が
毎
Ｈ
新
間
の

「
人
」
欄

に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
記
事
を
読
ま
れ
た

小
栗
郁
子
さ
ん
か
ら
■
記
の
よ
う
な
お
使

り
が
毎
日
新
聞
名
古
屋
支
局
を
通
じ
て
小

野
さ
ん
の
元
に
届
き
ま
し
た
。
ま
た
、
四

〇
年
振
り
く
ら
い
に
以
前

ご
近
所
に
お
住

い
だ

っ
た
方
か
ら
も
励
ま
し
の
お
使
り
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
小
野
さ
ん
が
今
お
住

い
の
ア
パ
ー
ト
の
方

々
か
ら
も
カ
ン
パ
が

寄
せ
ら
れ
、
事
務
局

へ
届

い
て
い
ま
す
。

小
さ
な
輪
が
少
し
ず

つ
広
が
る
、
そ
ん
な

思

い
を
強
く
覚
え
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

入会申込・会費納入先~人
云 甲 込 ・ 云 買 綱 人 7E~

〒 01千代田区猿楽町 48松村ビル402

横浜事件 。再審裁判を支援する会

2, 03-3291-8066

く年会費〉個人 =2000円  団体 =5000円

● 郵 便 振 替  東京3 5064

振朴用紙に日座番 ケ、金額、氏名、11:,折

など必要 11項 をご記 入の うえ、お,そ ),△

み ください。

● 銀 行 振 込  富士銀行九段支店

普通預金 口座 478864「 横浜
.11件
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